
調査結果④

Dutch Waste Management Association
（DWMA、オランダ廃棄物管理協会）

※ DWMA会員リサイクル業者の訪問調整を依頼
※ ②GP Groot、③Remondis訪問時にオランダ、欧州の廃

棄物リサイクル業界の課題等をヒアリング
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Dutch Waste Management Association（DWMA）

対応者
Mr. Unico van Kooten（欧州事務局）、Mr. Jeroen Stein（広報相談役）、ほか

＜協会概要＞

DWMAは、廃棄物管理チェーン全体で活動する企業の利益の促進を目的

としている。廃棄物管理チェーンにおける様々な関係者や利害関係者を結

びつけることにより、同協会は循環経済への移行における重要なパートナー

となっている。また、同協会は、クローズド・ループ・リサイクルや材料・エネ

ルギー回収に焦点を当てながら、循環型経済への移行を促進し、会員に代

わって政府やその他の組織と交渉を行っている。売上高と廃棄物量におい

て、同協会はオランダの廃棄物市場の約3分の2を占めている。会員企業は

50を超える。



2

オランダリサイクル業界の問題意識

• 資源の再利用には、コストの問題がある。これまでの10年は、資源の再

利用についてリスクを負いたくないという意識があった。政府が転換し、リ

ユースやリサイクルを推進しているが、バージン材より再生材の値段が

高いため普及が進まない。

• リサイクル技術の追求だけではなく、リサイクルするための設計が重要で

ある（環境配慮設計）。
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https://www.wastematters.eu/news/crisis-in-plastic-
sorting-and-recycling-industry

DWMAホームページ記事：プラスチックリサイクル産業の危機

https://www.wastematters.eu/news/crisis-in-plastic-sorting-and-recycling-industry
https://www.wastematters.eu/news/crisis-in-plastic-sorting-and-recycling-industry
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オランダリサイクル業界の問題意識

• リサイクルしても使用されずに、多くの資源が廃棄物として排出されてい

る。日本も海外から資源を輸入しており、エネルギーの確保も輸入に頼っ

ている。リユース、リサイクルの戦略は世界規模で資源やエネルギー戦

略と併せて考えなければならない問題である。

• 政府からの要求により、排出事業者の位置や廃棄物量に関する情報を

収集しマッピングを行っており、CO2排出量削減へのインパクトについて

関係者と情報共有している。マッピング情報の共有により、資源がどこに

どれだけあるかを把握することが重要である。欧州だけではなく、世界中

の資源がどこにどれだけあるかを把握し、世界中で平等にリスクを負って

いくことが必要と考えている。その考えを欧州委員会に訴えている。
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https://www.wastematters.eu/news
/japanese-visit-to-dutch-
recycling-hubs

DWMAホームページ掲載

https://www.wastematters.eu/news/japanese-visit-to-dutch-recycling-hubs
https://www.wastematters.eu/news/japanese-visit-to-dutch-recycling-hubs
https://www.wastematters.eu/news/japanese-visit-to-dutch-recycling-hubs
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DWMAホームページ掲載情報：オランダ廃棄物情報
https://www.wastematters.eu/userfiles/files/DWMA-
Waste%20Statistics_edition%202024.pdf

https://www.wastematters.eu/userfiles/files/DWMA-Waste%20Statistics_edition%202024.pdf
https://www.wastematters.eu/userfiles/files/DWMA-Waste%20Statistics_edition%202024.pdf
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